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和服 の縫製に関する研究
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松 村　 冨美子
1． 緒　言
和服縫製で は ， 既製 の ウール や化繊の着物をの ぞけば手縫い に よ る縫製が い ぜ ん とし て重要な
位置を しめ て い る 。 さ ら に和服の 仕立 て 直 し の便利さや ， 布味を失なわない やわらか い 縫目の
要求な どの 点か ら和裁教育 を考えた とき ， 実習授業 に手縫 い 技能を重点に お か な けれ ばな らな
い 現状 で ある 。 しか し ， 服飾構成実習の授業は手縫 い 習熟が主 目的で は な く， か つ 近年 ， 生産
能率向上 の 目的か ら和服縫製 に ミ シ ン縫 い を導入する こ とが多い 。 したが っ て和裁教育を達成
す る た め に は ， 熟練を要す る手縫 い 技法か ら効率的 な和 装専用 ミ シ ン 縫 い に 代替する こ とも考
え られ る 。 と こ ろが ， 和装専用 ミ シ ン に よる縫製品 の縫 目物性 に つ い て の既存デ
ータが皆無な
の で ，市販和服地 9種類を用 い 縫糸 3種 を使い ， 針 目の 大 きさを 2 ， 3 ， 4   の 3段階に 変え
て 手縫 い ， 和装専用 ミ シ ン縫 い ， 本縫 い ミ シ ン 縫 い の 縫 目強 さ と滑脱 の比較試験を行な っ た 。
2 ．試　料
2 − 1　　 試料布
試料 と して用 い た の は ， 一般に市販 され て い る和服地 の 中か ら ， 次の 9種類 を選 んだ 。
絹織物
　　　毛織物






長 じ ゅ ば ん地
布試料の 諸元 を表 1 に示 した 。
























　一般的 に用 い られ 需要が 多い 和裁用手縫 糸 9号 と ， ミ シ ン用縫糸の 絹 ミ シ ン 糸50／3， ポ リェ
ス テ ル ， ス パ ン 糸50／3の 3種 を用 い た 。
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縫糸の 諸元 は表 2 に 示 した 。
表 2　 韃糸の諸元












上撚 下撚 上撚 下撚
絹　手　縫　糸 9 号 658558 S Z 22．1 1．3 291
ポ リ エ ス テ ル
　 　 ス パ ン 糸
50／3 836207 Z S 23．1 1．1 303
絹 ミ シ ン 糸 50／3 739702 Z S 2LO 0．82 199
測　定　条　件
　 　 G ・L20  
　　H ・S　10cm／min
　 　 C ・S　20cm／min
　　L ・S　2kg
3 ．実験 方法
3 − 1　　　 試料の 作製
　試料の 製 作 は，各 試料 別 に JIS　L　 1096−1979 一般 織物 試験方 法の 滑脱 抵抗 ・縫 目滑 脱 法
B 法 に準 じて行 っ た 。
　試験布 は ， 反物の両耳端を除 い た部分か ら10cmX17cm の 試験片をた て ・よ こ 方向に それ ぞれ
5 枚採取 し ， た て 方向，よ こ 方向とも中表に して長 さ の 半 分に 折 り， 折 り目を切断 し図 1の よ

















縫目強さ測定用 の 試料作製 も ， 同じ方 法 に よ っ た 。
3 − 2　　　 試料 の縫合方法
縫合 に は ， 手縫 い ・和装専用 ミシ ン ・シ ン ガ ー直線本縫 い ミ シ ン を用 い 表 3 の 条件で 縫合 した 。
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表 3　縫製条件
項　目 内　　　 　　　 容
形 　式 手　　縫　　い 和装専用 ミ シ ン 本縫 い ミシ ン
回転数 約 175針 ／分 約 175針 ／分
縫　針 絹 縫 針 　 4 の 3 フ ッ ク 針　 ＃14 ミ シ ン 針 　＃11
縫　糸 絹手縫糸 9 号 ・ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸 ・絹 ミシ ン糸
　針目の 大 き さ は 2 ， 3 ， 4   の 3 段階に し ， 針目の 大 き さ に つ い て も検討 した。
　縫製方法は ， 割縫 い を採用 し縫合方法の 影響 に つ い て 調 べ た 。
　手縫 い と本縫 い ミ シ ン の ほ か に ， 図 2 の 和装専用 ミ シ ン 　 コ ン プ レ ッ ト　OMK −780型を使
用 した 。 和装専用 ミ シ ン ， 本縫 い ミ シ ン の回転数 （縫製速度）は手縫い の 速度に あわ せ た。
  B
1　 作業テ ーブル





7　 ス イ ッ チ 。ボ ッ ク ス
7A ステ ッ チ ・コ ン トロ ルー 装置
7B ステ ッ チ切り替えス イッ チ
7C エ アー。コ ン トロ ルー ・ボ タン
7D 押 え 上 げひ ざレ バー
図 2　 和装専用 ミシンの名称
　和装専用 ミ シ ン は ， 飾 りス テ ッ チ用 ハ ン ドス テ ッ チ マ シ ン で あ り， フ ッ ク針とガ イ ド針併用
方式 と ドラ ム 回転式によ り ， 手縫 い よ り美 し く縫え る縫製マ シ ン で ある。和装専用 ミ シ ン は ，
　こ の種 の他の 機械に見られ る ように専用糸で なけれ ば縫 えな い とい う欠点 をな くし ， 一般普
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通 糸が使用で き る とい う利点が ある 。
　図 3の サ ドル ・ス テ ッ チ ， シ ョ ー トノロ ン グ ・ス テ ッ チ ， ロ ン グ／シ ョ ー ト ・ス テ ッ チが行 な
え ， その調節 も簡単 で あ る 。
鰯
　 　 　 　 　 　 隔
〔1〕サ ドル ・ス テ ッ チ
勝 ・験
己
〔2〕シ ョ トー・ロ ン グ・ス テ ッチ




（3）囗 ン グ・ショ トー・ス テ ッ チ
3 − 3　糸逢目強さ試験
3 − 3 − 1　試験方法
　各試 料別に JIS　L　1093−1978繊維製品の 縫 目強 さ試験方法の グラブ法 に準 じ て 行 っ た 。 標準温
湿状態 2 級 （温度20± 2℃ 相対湿度65± 5 ％）の試験室内に 24時間各試料を放置後 ， 織物引張
試験機を用 い ， つ ぎの条件で 切 断荷重お よび切 断伸びを求 め た 。
　試験片の つ か み間隔は7．6cm， 引張速度 は 毎分30± 2cm とす る 。 上下の つ か み の 大 きさは表側
は 2，5 × 2．
．
5cm， 裏側 は 5。1× 2．5cmとす る。
　上下の つ か み の 中心 に縫 目が なる よ うに し ， また縫目線に対 し布目が垂直線 と一致する よ う
初荷重 を加 えて 試験 片を取 ワ付け測定 し ， つ か みの近 くで切断 した もの を除 き， 5 回の 平均値




5．1 上 部表 側 つ か み
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図 4　 グラ ブ法に よ る試験片
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3 − 3 − 2　結果 と考察
　 縫合方法が縫 目強さ に 与 え る影響 に つ い て 針目 と縫糸を変え て 比較検討 した。
　 測定結果の全体 を表 4 に ， 素材別強力順 を図 5 ， 6 ， 7に示 した 。
　布素材 を考慮 しな い で表 4 の 各行 ご と に平均を算出 し， 手縫 い の そ の値 を100として 和装専用
ミ シ ン 縫い ， お よ び本縫 い ミ シ ン 縫い との 強力比 を示す と表 4 の最右欄 の よ うにな る 。
　 こ の比 は縫台方法お よび 針 目長 に よ っ て異 なる 。
　針 目長の影響 は ， 毛織物を縫 うと き以外 はす べ て 針 E の細 か い 方が縫目強さが大 とな るが ，
毛織物は ， ほ と ん ど針目 3 ， 4   と大 き い 方が大 と なる 。
　手縫 い と本縫い ミ シ ン縫い の縫 目強 さは ， 手縫い も和装専用 ミ シ ン縫 い も 1本糸で ， 本縫 い
ミ シ ン 縫 い は上 ・下 2本糸 を使 う関係上 か ら縫目の 強 さ は ， 本縫 い ミ シ ン縫 い が強 い が ， い ず
れ も 1本糸の 手縫 い や和装専用 ミ シ ン 縫 い の 2倍 よ り弱 い 。 本縫 い ミ シ ン縫 い の場合は ， 上下
2 本の 糸で環 を作 り 2枚の 布を締付け て ，あた か も 2枚 の布 を接着して 1本化す る よ うな作用
を して い る点が 手縫 い ，和装専用 ミシ ン縫 い との 大い に 異な る所で ある 。 手縫 い の 場合 ， 縫目
の 強 さ を一層多 く必 要 とす る所は ， ミ シ ン 縫 い 型の本返 し縫 い を され て い る こ とか ら見て も当
然 であろ う。
3 − 4　縫 目滑脱測定
3 − 4 − 1　 試験方法
　薄地織物の 目寄 れや縫 目ス リッ プ を生 地段階で 管理 す る試験方法 と して JIS　L　1079−1976
縫目滑脱 B 法が適 して い る と報告 1）され て い る 。 本報で は ， 試料 を市販品 よ り選択 した関係上
目付78〜 161 （9 ／  ）の もの を使用 した 。 各資料別 に JIS　L　lo96−1979一般織物試験方法の 滑
脱抵抗力 ， 縫目滑脱 B 法 に 準 じ次 の 測定方法 に よ り行 な っ た 。 定速伸長引張試験機を用 い て グ
ラ ブ法に よりつ か み 間隔 7，62cm， 1分間当た り10cmの 引張 り速度で 1 ， 5 ， 12  fの荷重 を与 え
た後 ， 試験片を つ か み よ り取 り外 し，1 時間放置 する。そ の 後 0．5  fの 荷重 を縫 目に直角方向に
加 えた状態で縫 目ス リッ プ の 最大孔の 大 きさを0，1mmの 精度で 測定し （写真 1）荷重の 変化に よ
る縫 目滑脱の 挙動を調べ た 。
　縫目の 滑 りの 大 きさは ， 図 8 の ように （a ＋ b）の 和 を滑脱量 とした 。
　試験室 の標準状態は ， 標準温湿状態 2類（20℃ ± 2 ， 65± 5 ％） で 各試験布を試験室 に 24時間
以上調湿 した後測定 を行な っ た。 こ う して 得た縫目の 滑脱 現象を検討 した 。
　なお ， 和装の着用の 実態上 ， 布 目の た て 方向に 試料 を縫 っ た ので ， た ての意味は よ こ 糸上 の
た て糸の 滑脱 とす る 。
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表 4　縫合方法、針 目長 、縫糸種別縫 目強さの比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位 kg）
絹 　　 織 　　 物 毛 織 物






毳　 縫合方無 ． 123456789
平均
絹 手 縫 糸 手 縫 い 213 ．312 ．415 ．813 ．312 ．56 ．37 ．214 ．518 ．712 ．7100
39 ．18 ．47 ．310 ．511 ．010 ，08 ．511 ．67 ．99 ，4 〃
45 ．86 ．86 ．17 ．68 ．37 ．99 ．47 ．66 ．77 ．4 〃
214 ．9
　 o．
10 ．617 ，014 ．013 ．813 ．210216 ．416 ，514 ．1111和装専用
　 、、、
　 く ン ノ
　縫　い
310 ．09 ．18 ．412 ．210 ．912 ．611 ．213 ．011 ．110 ．9116
47 ．26 ，07 ．08 ．O9 ．58 ．78 ．68 ．26 ．77 ．8105
227 ．716 ．324 ．421 ．123 ，210 ．412 ．022 ．619 ．619 ，7155本 縫 い　、、
　 ミ ン ン
　縫 　い
317 ．213 ．119 ．718 ，917 ．017 ．012 ．621 ．818 ．217 ．3184
411 ，311 ．615 ．213 ．613 ．415 ，814 ．015 ．014 ．713 ．8186
ポ リエ ス テ ル
　 ス パ ン糸
手 縫 い 212 ．915 ．612 ．517 ．217 ．69 ．99 ．222 ，616 ．514 ．9100
37 ．79 ユ 9．512 ．312 ．07 ．89 ．614 ．712 ．010 ．5 〃
47 ．26 ．43 ．07 ．78 ．08 ．69 ．4728 ．67 ．3 〃
212 ．511 ．113 ．915 ．6 ユ7．313 ．69 ．814 ．215 ．713 ．792和装專用　、、、
　 ミ ン ノ
　縫　 い
38 ．98 。710 ，010 ．68 ．510 ．01L411 ．38 ．99 ．893
47 ，46 ．44 ，48 ．66 ．97 ．910 ．07 ．96 ．67 ．3100
224 ．213 ．824 ．026 ．222 ．016 ．313 ．533 β 28．122 ．4150本 縫 い　 、、
　 ミ ン ン
　縫　い
314 ．613 ，514 ．1 ユ3．413 ．817 ．415 ．015 ．815 ．814 ．8141
413 ．18 ．411 ．512 ．313 。416 ．514 ，014 ．813 ．613 ．1179
絹 ミ シ ン 糸 手 縫 い 25 ．96 ．36 ．75 ．87 ．35 ．16 ．47 ．28 ．26 ．5100
35 ，24 ．55 ，85 ．76 ．26 ，46 ．46 ．14 ．65 ．7 〃
44 ．03 ．73 ．35 ．05 ．14 ．75 ．92 ．93 ．94 ．3 ク
26 ，45 ．77 ．36 ．98 ．59 ．28 ．07 ．69 ．27 ．6117和装専 用
　 ミシ ン
　縫　い
34 ．43 ，84 ．84 ．05 ．77 ，56 ．45 ．45 ．55 ．393
42 ．82 ．63 ．03 ．53 ．24 ．84 ．43 ，62 ，73 ．479
211 ．012 ．312 ．514 ．O9 ．716 ．313 ．013 ．48 ．612 ．3189本 縫 い　 、　　1　　、
　 ミ　ン ノ
　縫　 い
35 ．26 ．25 ．66 ．27 ．37 ．08 ．67 ．87 ．26 ．8119
45 ．03 ．02 ．65 ．75 ．47 ．66 ．46 ．85 ．85 ．4126
測 定 条 件




注）手縫 い を100と し た時の 和装．専用 ミ シ ン 縫 い 、
　　本縫 い ミシ ン 縫 い の 強力比
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絹 織 物 1 毛織物 ポ リエ ス テ ル1　　織 物
記号 縫 合 種 別
手 　 縫 　 い
和装専用 ミ シ ン 縫 い
本縫 い ミシ ン 縫 い
図 5　素材別縫 目強力1頂 （針目長2mm）
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図 6　 素材別縫 目強力順 （針 目長 3mm）
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図 7　 素材別縫 目強力順 （針 目長 4mm）
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図 8　 縫 目滑脱 の 測定
　　　 （本縫 い ミ シ ン 縫 い ）
3 − 4 − 2　 結果 と考察
　各試料布 に 荷重 1   f，5   f，12  fを加 え縫 目の 滑脱量 を測定 した 。 そ の 1   fの 結果を表 5
に r5   fを表 6 に 示 した 。
　縫目滑脱量は 引張荷重が大 き くなる に つ れて増加する が こ こ で は標準荷重の 5kgfを中心 に検
討 す る 。
　他の 研究者の 結果 を参考に の べ る と ， 衣服の 着用時に お ける縫 目応力は 実測に よ っ て 明ら か
に され て い る。星野 ハ ル枝 2）らの 和服着用 時， 各種動作に お け る縫 目応力分布 の測定結果か ら ，
椅子 に腰か け る時， 腰 囲線 よ り約 15cm下の 背縫 目，脇縫 目に ，今 回の 測定の つ か み幅 に相 当す
る縫 目 5cmあた りで 1  f程度 の力が加わ っ て い た との 報告が ある 。 又水代キ ヨ ミ3，らの 洋服着用
時の 縫目応 力測定結果で は ， 一般的な洋服で は 2，5  f程度 とい うこ とが 明 らか に され て い る 。 こ
れ らの 測定結果か ら実用時 に お け る 縫目応力は ， 1  f〜2．5  f（木綿）に 近 い 範囲で 充分 と考え
られ るが ， 荷重 1  fの 測定結果 （表 5）で は ， 縫合 方法 ， 縫糸種 ， 縫 目長 に対 して特別な差異が
見 られ な い た め洋服 地の 縫目滑脱に 使用 され て い る荷重 5kgfi）の 結果 を検討す る こ と に した 。 又
こ の 結果 は和服地で 洋服の 縫製 （和装 ド レ ス ） が な さ れ る場合 の 縫目滑脱 の 予測 に 役立 つ 。
　布素材に関係な く滑脱量 の 全平均か ら見 る と （図 9）縫合方法 と縫糸 ， 針 目の 大 き さ の 関係
一 57 一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
　 　 口 ．≡
　 譽 賽 ミ
韋 鎚喜羣望
　 ト 　び　 　　　の
巛 Aen の の














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege











　 ト 　CU 　　 　 し　
巛
日 の の の










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service






















































































図 9　縫合方法別針 目の大 きさと
　　　縫糸が縫 目滑脱量に及ぼす影響 （全平均）
は次の よ うに考 え られ る 。
　絹手縫糸は手縫 い の 場合だ け を の ぞ い て針目の 小 さ い 程 ， 滑脱量が少 ない 。 但 し実用的 に は針
目 3   が適当で ある 。 又 ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸 ， 絹 ミ シ ン 糸の場合 ， 針目が細 か い 程，滑脱が大
き い 。 絹 ミシ ン 糸の場合， 本縫 い ミシ ン縫 い をのぞ くと糸切れが 多 く， 主 と し て針 目 4 皿m の 場
合 に は測定値が得 られない もの が ある 。 縫目滑脱量 に つ い て素材別に 見た時に は ， 和服地の 特
徴が滑脱に影響して い る 。 絹着尺地は滑脱が 少な く， 絹長 じゅ ばん地No．3と，毛着尺地 No．6，ポ
リエ ス テ ル 着尺地 No．9の 滑脱量が 多 い 。 こ れ は縫糸や縫合方法に 関係が な い 。 こ れ ら試料の特性
を考 える と， No．3の 場合は織糸が 細 くて 目付が軽 く織組織 （紋倫子 ）の 影響が考 え ら れ る 。　Na6
は織糸が 太 い 割合 に 密度が 低 くそ の影響が み と め られ る 。 No．9はポ リエ ス テ ル 自身の 摩擦係数が
低 い た め と思 われ る 。 滑脱量の 大 きい 順位は ， ポ リエ ス テ ル 織物 〉毛織物 〉絹織物 とな っ た 。
滑脱 量 の全実験結果 を図 10に示す 。 変化 さ せ た条件 は布素材 ， 縫合 方法 ， 針 目長 ， 縫糸であ る 。
　図 に よれ ば ， 絹織物Na　1 ， 2 ， 3 ， 4 ， 5 は 手縫糸とポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸で 縫 うと き滑脱
が 少な い 。 No．　3の長じ ゅ ばん地 は ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸を使用する と縫合方法の い ずれ の場合 に
も針 目の細か い 方が滑脱量が大 き い 。
　毛織物Na　6 は ， ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸， 絹 ミ シ ン糸を使用 した とき細か い 針 目で 手縫い ， 本
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圀 本縫い ミ シ ン
5．0






ポ リエ ス テル 　　4’0
　　ス パ ン 糸使用
　○ 印 は 縫糸切 れ 3．0
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一 No　l　　ND　2 　　 卜b　3 　　No　4 　　No　5 　　No　6 　　No　7 　　No　8 　　No　9
図 10　縫合方法 と韃糸 、 針目数 が 縫 目滑脱量 に 及ぼす影響
　　　 （よ こ 軸区切線の 中は左 よ り 針 目長 2，3，4mm）
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縫 い ミ シ ン縫 い をす る と滑脱量が 大 き い 。ポ リェ ス テ ル 織物Ne．9は針目を粗 くポ リエ ス テ ル ス
パ ン 糸で本縫 い ミ シ ン縫 い をする と き滑脱量が小 さい 。 したが っ て 滑脱量 の大 きい 試料布には ，
針 目の大 きさに効果が認 め られた 。
　滑脱量 に つ い て ， 素材 と縫糸の 関係 を見 る と絹織物 に は手縫 糸，ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸が
適 し ， 毛織物 に は ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸，絹 ミ シ ン 糸 ， ポ リ エ ス テ ル 織物 に は ポ リエ ス テ ル
ス パ ン糸が一番 よ い こ とに な る 。
　 こ の 結果 は
一般的に 従来の 経験 と一致する 。 縫目滑脱 量 と縫合方法 と の 関係で は大差が見 ら
れ ず ， 総合的に 考える と ， 絹織物 に は布味 を失わ な い や わ らか い 縫目の 手縫 い ， 和装専用 ミ シ
ン縫 い が よい 。 仕立て替 えを す る とき解 きや す い こ と に もよ る。
　材質の 厚い 毛織物の 仕立 て に は，針 目を粗 く本縫 い ミ シ ン 縫い をす る と縫目が よ くしま っ て
き っ ち りとで き る 。 ポ リエ ス テ ル 着尺地 も丈夫で 丸洗 い が で き， 乾きが早 い こ と が大 き い 魅力
で あるが ， 縫 目に つ い て い え ば針目を粗 く本縫い ミ シ ン 縫 い が一番 よ い こ とがわ か っ た 。 縫 目
滑脱 に つ い て各種の 物性値 をの べ た 。実際の 滑脱 現象の 特徴は写真 2 〜 6 で 明白にわか る 。 こ
れ は 滑脱傾 向が最 も顕著 に あ らわれ る荷重 12  fの と き の 外観写真で あ る。
4 ．結　語
　縫製品の 成果 を左右する運針技法 に つ い て ， 能率的な和装専用 ミ シ ン ， 手縫 い ， 従来か らの
本縫 い ミ シ ン の 3 種 を使用 し， その縫合方法 が縫目強 さ と縫目滑脱 に及 ぼす影響 を縫糸 3種 を
使 い ， 針目の大 き さ 2 ， 3 ， 4   と変えて市販和服地 の 中か ら絹織物 5 種 と毛織物 2 種 ， ポ リ
エ ス テ ル織物 2 種 を と りあげ ， JIS−L −1093縫目強さ ， JIS−L −1096滑脱抵抗力 B 法 に準 じて 実験
を行 っ た 。 こ の よ う に し て実験 した結果 ， 次 の こ と が わ か っ た 。
　 1．縫 目強 さは，手縫 い も和装専用 ミシ ン縫 い も大差が な く， 針目の 密度 との 関係 は，毛織
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（写真 3）
試料 卜b3 絹長 じ ゅ ば ん 地
　　針目 2mm
　　手縫 い
　　ポ リエ ス テ ル ・ス パ ン 糸
（写真 4 ）
試料No3 針目 2mm
　　和装専用 ミシ ン縫 い
　　ポ リエ ス テ ル ・ス パ ン 糸
（写真 5）
試料No　3 針 目 2mni
　　本縫い ミシ ン 縫 い
　　ポ リエ ス テ ル ・ス パ ン 糸
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（写真 6 ）
試料No　3 針目 2mm
　　和装専 用ミ シ ン縫 い
　　絹 ミシ ン 糸
　 （糸切 れ）
物以外 は針 目の 細か い ほ ど強 くな る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 el
　絹手縫糸 ， ポ リエ ス テ ル ス パ ン糸で本縫 い ミ シ ン 縫 い を す る と針 目に 関係な く強 い 。
　 2 ，縫 目滑脱 量は ， 引張 り荷重が大 き くな る に つ れ て 増加す る 。 荷重 1  fの 時 はタ テ・ヨ コ 方
向と も縫合方法 ， 縫糸種 ， 針 目数 に もほ とん ど影響が な い 。 荷重5kgfの と きは縫 糸 と針 目数の影
響があ る 。
　 3．針 目の 大 き さが縫 目滑脱量 に 及 ぼ す影響は大差が な い が ， 滑脱量が 大 き い 試料布Na3，
No．6，　Na9に つ い て は ， 針 目の 大 き い 方が 滑脱量が小 とな り， 針目を粗 くす る こ と に よ っ て 滑脱
防止効果が あ らわれ た 。
　 4 ．縫合方法 と滑脱量 に関 し て は ， 手縫 い ， 和装専用 ミ シ ン 縫 い ， 本縫 い ミ シ ン縫 い 3種 と
も大差 な い こ とがわ か っ た 。
　以上 の 結果 に よれ ば，
一般的に は 3種の 縫合 方法の優劣は決定 しに くい 。 それ ぞれ の 適性 に
応 じて選択 し使 い わ ける必要が あ る 。
終わ りに ， 本研究に 際 し実験上 い ろ い ろご協力， ご教示 い ただ き ました鐘紡  商品試験 セ ン
ター各位に 深謝 する と共に ， 和装専用 ミ シ ン を使用 さ せ て い ただ きました大谷 ミシ ン 株式会社
に 心か らお 礼申 し上 げ ます。
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